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言
論
の
自
由
抑
圧
は
戦
争
へ
の
道―

「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
せ
よ
」

の
横
断
幕
が
都
大
路
を
勇
ん
で
行
く 

             

憲
法
が
公
布
さ
れ
て
７
９
年
の

「
憲
法
集
会
」
が
１
１
月
３
日
に
円

山
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

初
め
に
、「
憲
法
９
条
の
会
」
の
長

谷
川
英
俊
代
表
世
話
人
が
、
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

来
賓
あ
い
さ
つ
と
し
て
共
産
党
・

社
会
民
主
党
・
新
社
会
党
・
令
和
新

撰
組
な
ど
が
訴
え
を
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
高
橋
純
子
朝
日
新
聞
編

集
委
員
が
、「
記
念
講
演
」
を
し
ま
し

た
。
同
志
社
大
学
の
恩
師
・
九
条
の

会
呼
び
か
け
人
で
も
あ
る
故
鶴
見
俊

輔
氏
の
著
書
か
ら
引
用
し
て
、
野
党

時
代
の
自
民
党
の
「
改
憲
草
案
」
で

は
、「
公
共
の
福
祉
」
か
ら
「
公
益
と

公
の
秩
序
」
に
よ
る
個
人
の
基
本
的

人
権
を
制
限
す
る
論
法
を
も
ち
だ
し

て
い
る
と
の
趣
旨
を
指
摘
。
こ
れ
に

対
し
て
、
異
議
申
立
て
す
る
市
民
的

な
「
反
射
力
」
の
大
切
さ
を
強
調
し

ま
し
た
。 

ま
た
、同
集
会
で
採
択
さ
れ
た「
ア

ッ
ピ
ー
ル
」で
は
、「
ス
パ
イ
防
止
法
」

の
名
の
も
と
に
、
市
民
を
監
視
し
、

人
権
侵
害
・
弾
圧
す
る
手
段
と
な
る

法
律
も
速
や
か
に
成
立
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
と
警
鐘
を
乱
打
し
ま
し
た
。 

市
民
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
、
「
祝
園

（
ほ
う
そ
の
）
分
屯
地
の
弾
薬
庫
の

拡
張
は
京
都
を
敵
基
地
攻
撃
の
最
前

線
に
す
る
も
の
」
と
糾
弾
の
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。 

集
会
後
の
円
山
公
園
か
ら
市
役
所

前
ま
で
の
デ
モ
行
進
で
は
国
賠
同
盟

京
都
府
本
部
は
、
原
田
完
会
長
を
先

頭
に
横
断
幕
を
掲
げ
行
進
し
、
街
頭

の
市
民
や
観
光
に
訪
れ
た
外
人
さ
ん

と
指
先
で
の
Ⅴ
字
サ
イ
ン
を
交
換
し
、

「
排
外
主
義
Ｎ
Ｏ
の
反
射
力
を
実
践

し
ま
し
た
。 

第
３
４
回
全
国
女
性
交
流
会
に
参
加

し
て 

林 

森
一 

 

今
年
は
、
１
０
月
２
６
日
～
２
７

日
に
、
昨
年
と
同
じ
愛
知
県
蒲
郡
温

泉
・
ホ
テ
ル
竹
島
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

予
定
し
て
い
ま
し
た
女
性
の
参
加

が
で
き
ず
に
女
性
部
担
当
の
私
・
林

森
一
と
粟
倉
正
江
さ
ん
と
２
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

１
日
目
の
記
念
講
演
は
、
清
末
愛

紗
・
室
蘭
工
業
大
学
院
の
若
い
教
授

の
講
演
で
す
。 

演
題
は
、「
治
安
維
持
法
１
０
０
年 

い
ま
憲
法
２
４
条
を
考
え
る
ー
非
暴

力
的
な
社
会
を
築
く
た
め
に
」
で
憲

法
２
４
条
の
平
和
的
生
存
権
に
つ
い

て
大
変
よ
く
わ
か
る
講
演
で
憲
法
前

文
・
９
条
、
２
４
条
の
関
連
は
始
め

て
教
わ
る
お
話
で
し
た
。 

中
央
本
部
の
永
島
民
男
事
務
局
長

か
ら
は
、
高
市
自
維
政
権
の
誕
生
と

国
の
将
来
、
ス
パ
イ
防
止
法
を
め
ぐ

る
各
政
党
の
動
き
、
私
た
ち
の
取
り
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組
み
に
つ
い
て
詳
し
い
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

治
安
維
持
法
１
０
０
年
の
全
国
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
こ
れ
か
ら

年
末
ま
で
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

よ
く
分
か
り
大
い
に
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。 ２

日
目
は
、
４
つ
分
科
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。 

第
１
分
科
会
「
現
代
版
治
安
維
持

法
を
許
す
な
」 

第
２
分
科
会
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視

点
か
ら
憲
法
を
考
え
る
」 

第
３
分
科
会
「
女
性
部
活
動
を
進

め
る
た
め
に
」 

第
４
分
科
会
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報

道
を
考
え
る
」
の
４
分
科
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。 

私
は
、
第
１
分
科
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
２
２
府
県
３
０
名
を
超
え
る

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

粟
倉
さ
ん
は
、
第
２
分
科
会
に
参

加
し
ま
し
た
。 

急
遽
参
加
す
る
事
に
な
っ
た
全
国

女
性
交
流
会
に
参
加
し
て
、
全
国
各

地
で
女
性
部
の
活
動
が
積
極
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
事
が
よ
く
わ
か
り
京

都
府
本
部
で
の
女
性
部
再
建
に
生
か

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

  「
１
０
・
１
９
ミ
サ
イ
ル
い
ら
な
い

祝
園
全
国
集
会
」
に
参
加
し
て 

 
祝
園
ネ
ッ
ト
副
代
表 

塩
貝 

建
夫 

前
日
の
雨
で
天
気
が
心
配
で
し
た

が
京
都
南
部
精
華
町
の
京
阪
奈
記
念

公
園
に
、
南
は
沖
縄
石
垣
島
か
ら
北

は
神
奈
川
ま
で
２
７
０
０
人
が
参
加
、

集
会
は
大
成
功
で
し
た
。 

「
私
た
ち
は
二
度
と
戦
争
を
し
た
く

な
い
！
平
和
で
こ
そ
文
化
は
香
り
立 

つ
！
」
を
掲
げ
、
戦
争
止
め
よ
う
！

沖
縄
・
西
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
１
０
・

１
９
祝
園
全
国
実
行
委
員
会
が
呼
び

か
け
て
行
わ
れ
元
気
の
出
る
１
日
に

な
り
ま
し
た
。 

第
一
部
午
前
中
は
、
府
内
や
沖
縄

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ 

で
参
加
者
と
一
緒
に
「
武
器
な
き
日 

本
」
実
現
へ
の
祈
り
を
歌
い
参
加
者 

の
連
帯
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
西
日
本
各
地
で
市

民
運
動
を
展
開
し
て
い
る
闘
い
の
経

験
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

石
垣
島
か
ら
は
、
自
衛
隊
配
備
と

米
軍
の
共
同
訓
練
、
米
艦
船
・
海
自

艦
入
港
な
ど
の
実
践
訓
練
、
避
難
計

画
で
福
岡
、
大
分
、
山
口
へ
出
て
い

け
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
計
画
押
し
付

け
ら
れ
て
い
る
実
態
。大
分
か
ら
は
、

敷
戸
弾
薬
庫
の
増
設
工
事
が
全
国
に

先
駆
け
て
始
ま
り
、
祝
園
弾
薬
庫
と 

敷
戸
弾
薬
庫
は
「
双
子
だ
と
思
っ
て

い
る
」
と
発
言
。
熊
本
市
の
「
平
和

を
求
め
軍
拡
を
許
さ
な
い
女
た
ち
の

会
・
熊
本
」
の
女
性
は
、
防
衛
省
九

州
防
衛
局
が
８
月
、
長
射
程
ミ
サ
イ

ル
「
１
２
式
地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向

上
型
」
国
内
で
最
初
に
熊
本
市
の
陸

自
・
健
軍
駐
屯
地
に
配
備
す
る
予
定

な
の
に
住
民
に
説
明
な
く
配
備
！
と

怒
り
の
報
告
。
広
島
・
呉
・
岩
国
か

ら
は
、
空
母
「
加
賀
」、
輸
送
艦
配
備

で
軍
港
化
が
進
ん
で
い
る
と
報
告
。

神
戸
市
か
ら
は
、「
台
湾
有
事
」
に
長

射
程
ミ
サ
イ
ル
が
祝
園
弾
薬
庫
か
ら

南
西
諸
島
に
輸
送
さ
れ
る
際
、
呉
基

地
と
共
に
移
送
拠
点
に
な
る
と
報
告
。 

愛
知
か
ら
は
小
牧
市
の
三
菱
重

工
小
牧
北
工
場
で
、
長
射
程
ミ
サ
イ

ル
「
１
２
式
地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向

上
型
」
等
の
製
造
が
お
こ
な
わ
れ
て
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い
る
と
報
告
。
神
奈
川
か
ら
は
、
横

須
賀
の
弾
薬
積
み
下
ろ
し
作
業
円

滑
化
に
向
け
た
桟
橋
整
備
が
進
行

中
で
自
衛
隊
と
の
共
同
使
用
の
可

能
性
を
報
告
。
京
都
の
働
く
も
の
の

代
表
京
都
総
評
梶
川
さ
ん
か
ら
「
平

和
の
京
都
に
す
る
た
め
に
連
帯
し

て
闘
う
決
意
表
明
。 

関
西
チ
ー
ム
か
ら
、
祝
園
ネ
ッ
ト
の

代
表
真
崎
さ
ん
か
ら
精
華
町
で
の
署

名
活
動
で
の
町
民
の
不
安
な
声
、
さ

ら
に
知
ら
せ
る
と
の
決
意
表
明
。
祝

園
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
問
題
を
考
え

る
・
奈
良
の
会
、
京
丹
後
米
軍
基
地 

建
設
を
憂
う
宇
川
有
志
の
会
、
憲
法 

を
生
か
す
・
平
和

の
た
め
の
舞
鶴 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

滋
賀
あ
い
ば
野
に 

平
和
を
！
近
畿
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、 

精
華
町
民
（
島
本

真
梨
子
）・
大
阪
交

野
・
憲
法
と
暮
ら 

し
を
考
え
る
会
・
最
終
ト
ー
ク
に「
沖

縄
戦
遺
骨
収
集
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
『
ガ

マ
フ
ー
』（
具
志
堅
隆
松
）
な
ど
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
戦
争
へ
の
準
備
、

米
国
と
の
共
同
訓
練
の
現
状
、
実
態

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

集
会
の
最
後
に
「
大
軍
拡
・
戦
争

準
備
に
反
対
す
る
全
国
の
皆
さ
ん
と

つ
な
が
り
、
手
を
取
り
合
い
、
戦
争

へ
の
道
を
押
し
と
ど
め
ま
し
ょ
う
」

と
の
集
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
、「
学
研
都
市
に
、
全
国
ど
こ
に

も
ミ
サ
イ
ル
い
ら
な
い
」「
戦
争
準
備

を
今
す
ぐ
や
め
よ
う
」
な
ど
と
唱
和

し
ま
し
た
。
今
ま
で
各
地
「
点
」
で

闘
っ
て
い
た
も
の
が
、
こ
こ
精
華
町

の
集
会
で
「
線
」
と
な
り
連
帯
し
て

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
抗
う
強
力
な

ス
タ
ー
ト
の
場
に
な
り
ま
し
た
。
明

日
か
ら
の
署
名
・
宣
伝
行
動
、
知
ら

せ
る
取
り
組
み
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

ら
っ
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

                        

                        

懇親会 

治安維持法・京都学連事件 100 周年事業のご案内 

☆☆☆☆☆ 逆流に抗して、自由を求めた青年たち ☆☆☆☆☆ 
― 治安維持法国内第 1 号の「京都学連事件」100 周年を問う ― 

 

とき：2025 年 12 月 13 日（土）13 時～16 時 30 分 

会場：立命館大学朱雀キャンパス（JR 二条駅近く） 

内容：①基調報告：勝村 誠 立命館大学政策学部教授 

    ②国境を越えたエスペランチスト・長谷川テル：西田 千津 奈良・長谷川テル

顕彰の会推進委員 

    ③淡徳三郎の「フランス人民戦線」などの通信活動：佐藤 和夫 京都の民主運

動史を語る会世話人 

    ④反ファショの学生運動：広川 禎秀 大阪公立大学名誉教授 

    ⑤大学自治の現在と学術会議の危機：科学者会議京都支部 

司会・コーディネーター/井口 和起（事業実行委員会呼びかけ人） 

■会費 資料代 500 円  ZOOM と対面のハイブリット形式で 

※ZOOM 参加を希望される方は、下記のアドレスに 
  ①お名前 ②所属先 ③電話 ④あなたのメールアドレスをお知らせください。 
  mizuki@cream.plala.or.jp 

 

 問い合わせは、実行委員会事務局 井手まで 
 京都学連事件・治安維持法 100 周年事業実行委員会 

 

mailto:mizuki@cream.plala.or.jp
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京
丹
後
支
部 

 
 

副
支
部
長 

 

森 

勝  

第
１
７
回
支
部
総
会
で
決
定
さ
れ 

た
運
動
方
針
の
具
体
化
と
実
践
を

討
議
す
る
第
１
回
支
部
委
員
会
を

１
１
月
８
日
に
１
１
名
の
参
加
で

開
き
ま
し
た
。
非
常
に
遅
れ
て
い
る

国
会
請
願
署
名
に
つ
い
て
は
、
個
人

署
名
は
各
役
員
が
目
標
を
持
っ
て

牽
引
役
と
な
り
、
団
体
署
名
は
１
１

月
中
に
要
請
に
回
る
。
早
々
に
２
０

名
の
署
名
を
届
け
て
く
れ
た
同
盟

員
は
「
今
年
は
治
安
維
持
法
制
定
１

０
０
年
。
高
市
政
権
は
『
ス
パ
イ
防

止
法
』
の
制
定
を
狙
っ
て
お
り
い
つ

も
よ
り
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
よ
う
に
「
全
同
盟
員
が
署
名

を
！
」
合
言
葉
に
当
面
１
２
月
末
ま

で
に
１
、
０
０
０
筆
（
支
部
目
標
の

５
０
％
）
達
成
を
目
指
す
。 

組
織
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
①
「 

不
屈
」
丹
後
版
の
定
期
的
な
発
行
。 

②
女
性
部
の
設
立
を
目
指
し
て
協
力

者
を
探
す（
支
部
の
女
性
比
率
１
７
、

７
％
）
③
分
会
（
各
町
別
）
設
立
を

目
指
す
。
④
「
不
屈
」
配
付
者
、「
同

盟
費
」
集
金
者
が
加
重
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
に
体
制
の
見
直
し
⑤
「
新

年
の
つ
ど
い
」
を
２
０
２
６
年
１
月

に
行
う
。 

 

学
習
活
動
は
、
①
同
盟
運
動
を
進

め
る
た
め
の
理
論
学
習
誌
で
あ
る

「
治
安
維
持
法
と
現
代
」
の
普
及
に

努
力
す
る
。
②
「
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
の

京
都
」
は
全
同
盟
員
に
配
布
済
で
す

が
読
ん
で
い
る
人
が
少
な
い
の
で
、

読
ん
で
も
ら
い
感
想
を
聞
く
。 

そ
の
他
、
①
「
米
軍
基
地
い
ら
ん

ち
ゃ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
ｉ
ｎ
丹
後
」

（
１
１
月
９
日
）・
細
井
和
喜
蔵
没
後

１
０
０
年
記
念
事
業
「
記
念
式
典
」

「
記
念
の
つ
ど
い
」（
１
１
月
２
２
日
）

に
積
極
的
に
参
加
す
る
。
②
「
第
１

８
回
倉
岡
愛
穂
墓
前
祭
」
実
施
に
向

け
計
画
を
立
て
る
（
支
部
は
事
務
局

担
当
）。
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
新
役

員
が
入
っ
て
き
た
事
で
再
任
役
員
も

決
意
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

  

宇
治
洛
南
支
部 

 
 

 

支
部
長 

山
崎 

恭
一  

支
部
総
会
成
功
へ
向
け
て
対
策
と

準
備
を
確
認 

１
１
月
８
日
に
理
事
会
を
開
催

し
、
１
２
月
７
日
の
支
部
総
会
の
準

備
を
相
談
し
ま
し
た
。 

１
０
月
の
理
事
会
で
検
討
し
た
議

案
に
、
高
市
首
相
誕
生
の
情
勢
と
精

華
町
で
の
祝
園
弾
薬
庫
拡
張
反
対
全

国
集
会
の
成
功
な
ど
を
加
え
る
こ
と

を
確
認
。
新
役
員
に
宇
治
市
議
の
谷

上
さ
ん
と
生
健
会
の
佐
藤
さ
ん
に
加

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
確
認
し
、
さ

ら
に
数
名
の
役
員
候
補
へ
の
要
請
を

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
続
け
ま
す
。
さ
ら
に

総
会
の
議
事
・
役
割
分
担
を
決
め
、

参
加
者
を
確
保
す
る
段
取
り
を
話
し

合
い
ま
し
た
。こ
の
数
年
の
総
会
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
文
書
を
郵
送
し
て

確
信
す
る
形
態
な
ど
が
続
き
、
久
し

ぶ
り
に
集
ま
っ
た
昨
年
の
総
会
参
加

者
は
８
人
で
し
た
。
今
度
は
２
０
人

以
上
の
出
席
で
成
功
さ
せ
よ
う
と
取

り
組
み
を
打
ち
合
わ
せ
ま
し
た
。
友

好
団
体
へ
の
案
内
、
宇
治
、
城
陽
、

久
御
山
、
京
田
辺
、
八
幡
と
行
政
区

ご
と
に
総
会
案
内
と
参
加
要
請
の
担

当
者
を
決
め
ま
し
た
。 

総
会
当
日
に
は
、
佐
藤
和
夫
副
会

長
に
よ
る
講
演
「
治
安
維
持
法
１
０

０
年
を
問
う
」
も
準
備
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
治
安
維
持
法
１
０
０
年

と
い
う
節
目
で
「
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
の

京
都
」
出
版
も
あ
り
メ
デ
ィ
ア
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
大
幅
に
増

え
ま
し
た
が
、
そ
の
勢
い
を
来
年
も

続
け
る
た
め
に
は
し
っ
か
り
し
た
組

織
作
り
が
必
要
だ
と
話
し
合
い
ま
し

た
。 

支
部
だ
よ
り 


